
★第37回全国高等学校野球選手権大会・

奥司司大会

〔出場校の横顔］

岩手大会は、春以来の不振を見事に吹き飛ばし初の健勝に輝いた。闘将・田中捕手を中心にチームワーク
が長く、一戦必勝で勝利をものにしてきた若いチームである。弱休祝されていた投手陣は、相川投手の飛
躍的な成長で十分期待出来そうである。インコースに投げ込む重い速球と落差の有るドロップは想像以上
に威力が有り、心配された連投にも十分対応出来る休力も整った様である。ただ経験に乏しいので単調に
なる事が心配である。控えの松館投手はストレート・シュートを武器に待機しているが力不足の感じがす
る。秋田高・秋田商業・八戸高の強力打線と対等に戦うためには相川投手の奮起に期待したい。
捕手・田中は、主将として攻守共に堅実な力量を持ち、特に粘り強いファイトは文字どうり大黒柱である
。内外野の守備はまだ十分とは言えず、県大会では外野の守備範囲が狭いため苦戦も味わった様だ。内野
は、板垣三塁手・小泉遊撃手は無難なプレーで軽快な動きを見せている。平野二塁手・名久井一塁手は左
右の守備範囲に不安が有るが確実な守備は安心である。田口中堅手を中心とする外野陣は若干不安である
が県大会の好守備を持続できれば期待できる。巧みな試合運びと徹底した短打主義は全員に行き渡り、ム
ラの無い打線形成は勝利えの大きな原動力に成っている。田口・田中・小泉のクリーンアップも頼もしい
が　沢野・佐々木といった中堅どころもしぶとい当たりを見せており活躍が期待される。特筆する選手は
いないが　堅実な実力とチームワークが身上である。県大会で見せたファイトを持続して堂々とコマを進
めてもらいたい。

●1回戦7／31銀閣軸・（封鱒（軌棚か雛十訝

秋田高校　000　000　000　　0
岩手高校　010　021　00×　4A（28）佐々泉　捌

㈱中仙伽楯一男麟　　㈲馴一帥
［秋田高校］打得安犠振四盗失　［岩手高校］打得安犠振田盗矢
⑦　北　村10103201　⑥　板　垣　50200000
⑥　大　淵　30010012　　③　名久井10012010
④　清　水　30001100　　⑧　田　口　31001000
⑨　小　西　40000010　　②　田　中　40000021
②　男鹿谷　30001000　　⑥　小　泉　40000000
⑧　伊　藤　20001000　（診　沢　野　40000010
⑥　小野岡　20001001　⑦　佐々木　22102000
③　佐々木孝30100000　　①　村　川　30110000
①　中　川　20000001　④　平　野　31001010
1佐々木伝10000000　　　　　計　　294426051
〔計　　240217325
（残）5　（併）0 （残）9　（併）4

岩手高校　強豪秋田高校を破る

【島津主審評］岩手高は攻守にバラ
ンスが取れており　緩急を駆使す
るエース相川投手の好投と打撃陣
の奮起で勝利をものにした。2回
裏岩手高は、佐々木四球・村川の
二塁打で先取点を上げた。五回、
六回にも秋田高内野陣の乱れに乗
じて安打・パントをからめて3点

を加えた。秋田高は5回・無死－
二塁の得点機に得点出来ず尭封負
けを喫した。

［試合経過］

①（秋）北村四球・バントで二進、二者凡退。（岩）板垣ニゴロ、名久井・四球、二者凡退。
②（秋）男鹿谷、伊藤挿邪飛、小野岡遊ゴロ併殺。（宕）二者凡退、佐々木四球、相川左越二塁打で佐々木

生還、平野凡退。（群1点）
③（秋）二者凡退、木村四球、大淵凡退。（岩）板垣三ゴロ矢で二進、名久井・四球、田口捕邪飛、田中三

振、小泉遊ゴロ名久井二封。
④（秋）相川投手の緩急にタイミング合わず。三者凡退。（岩）三者凡退。
⑥（秋）伊藤・小野岡四球で一二塁、佐々木ニゴロ・4－6－3の併殺、伊藤三進したが中川投ド口。

（岩）平野投ドロで一塁に生きる、投手のWPで　二進、板垣の左前安打で平野三進、名久井のスクイ
ズで平野生還、田口四球、田中三ゴロで板垣三封、小泉遜ゴロ・大淵が悪投・田口生還、沢野凡遷。
措手2　計3創

⑥（秋）北村内野安打、大淵・清水・小西三者凡退。（岩）佐々木二塁打、パントで佐々木三進、平野四球、
板垣の内野安打で佐々木生還し　計4点。田口・名久井凡退。　（群1計4点）

⑦（秋）三者凡退、（岩）三者凡退，
⑧（秋）佐々木中前安打、中川ニゴロ・4－6－3で併殺。（岩）佐々木四球、バントで佐々木二進、平野・

板垣凡退。

⑨鰍）清水死球・二盗塁、小西・男鹿谷凡退、清水鞋塁大きく佐々木右翼手からの陛刺された。



●準決勝戦 鋼槽鵬 田 詳 (翻 駅常、瀬良 麟

一戸高校 000 100 000   1  9Bl金 卜       岩手高校 一戸高校を再び撃破

岩手高校 001 120 00X  4A  ttD l嵐 名焙    [島 津主審評]一 戸高は、主戦山岸

l―l峠噸井  帽)相|卜帥                      投手が全くの不調で四球を乱発し

苦しい試合を強いられた。岩手高

[一戸高校]打 得安犠四盗振失  [岩 手高校]打 得安犠四盗振失  村川投手はコントロールは良かつ

⑥  里  30001001  ⑤ 板 垣 41101100  たが余りにも好球を投げすぎた。

◎ 北 館 40100020  ③ 名久井 41101110  -戸 高の打線が平常であつたら案

⑤ 根 反 31101100  ③ 田 口 20002000  外苦戦を招いたかもしれない。

③ 浅 利 40000010  ② 田 中 30001000  -戸 高は闘志を表に出し果敢に岩

① 山 岸 40100000  ⑥ 小 泉 40100000  手高に立ち向かった。しかし打棒

⑦ 佐々木 3000001l  ⑨ 沢 野 21002010  が空回りし、野手の思わぬ失策も

PH大志田 10000000  ⑦ 佐々木 30110000  手伝つて岩手高に降った。岩手高

④ 三 浦 30000010  ① 村 川 40200000  は攻守ともにまとまりが有り、余

② 夏 井 30000020  ④ 平 野 41100000  裕を持った戦いであった。特に選

③ 金田- 30100000     計  304717220  球ガンが良くチャンスに結びつけ

計  3114021了 2                  ていた。これは試合運びのうまさ
(残)5 (ボ ーク) 山岸      (残 )10         を物語つている。

[試合経過]
① (一)里 投ゴロ、北館右前安打、根反捕邪飛、麻利遊ゴロ・北館二封。 (岩)板 垣三ゴロ、名久井投飛、

田口四球、田中二飛。
(―)山 岸ニゴロ、佐々木三邪飛、三浦右飛。 (岩)」 泉ヽ遊ゴロ、沢野三振、佐々木捕ゴロ。

l―l夏 井一邪飛、金田一ニゴロ、里一ゴロ。 (岩)村 川中前安打、平野内野安打、板垣遊飛、名久井投
ゴロ・村川本封、田口・田中四球で押し出し・平野生還、小泉ニゴロ、 借手̀ 1)

(→ 北館一邪飛、根反四球 ・二盗、浅利中飛、山口右前安打 ・根反生還、佐々木三振。い =鶴1)
(岩)沢 野四球、佐々木の犠打で沢野二進、村川中前安打で沢野生還、村川二塁に走り外野からの辺

球で刺される、平野右飛。借手=1計2榊

②
③

　

④

⑤ (―l

⑥ (―l

三浦 ・夏井三振、金田一ニゴロ。 (岩)板 垣左翼フェンス上端に当たる二塁打、名久井左中間を破

る二塁打 ・板垣生還。田口中飛、田中三ゴロ、小泉左前安打で名久井生還、沢野一飛。帽手02計4鋤

里四球、北館三振、根反左前安打、浅利三振、山岸投ゴロ。 (岩)佐 々木三遊間安打、村川投ゴ

で佐々木二封、平野遊ゴロ、板垣右翼前のゴロで平野二封、板垣二盗、名久井四球、田口中飛。

佐々木左飛、三浦―邪飛、夏井捕飛。 (岩)田 中三直、小泉捕飛、沢野四球、佐々木ニゴロ。

金田一右中間二塁打、里三ゴロで金田一三塁で刺される、北館三振、根反三ゴロ。 (岩)村 川左飛、
日
日

⑦
③

平野ニゴロ、板垣四球、名久井三振。

⑨ (―)浅 利二飛、山岸中飛、代打大須田三ゴロ。



岩手高校八戸高校降ろし甲子園え
野球部創設九年目の栄冠

●決勝戦　朗稽鳴　く王‡）淋（環）島諷　弘　長沢正

八戸高校　001　000　200
岩手高校　010　202　00X

（心拍一報（若）捌一帥

3　（28）柵
5A　（38）馴

【八戸高校】打得安犠四盗振失　［岩手高校】打得安犠四盗振失
⑧　月　館　41100102　　⑧　板　垣　40000000
②　岩　館　41200000　　③　名久井　40200011
⑧　中　村　40100010　　⑧　田　口　30010010
③　福　島　40000000　　⑧　田　中　41100000
①　中　島　30101001　⑥　小　泉　43200000
⑨　高　沢　30010000　　⑨　沢　野　31210000
⑧　田　中　30101000　　⑦　佐々木　20011000
④　畑　内　41100010　　①　村　川　40300001
⑦　石　沢　30001000　　④　平　野　30001001

計　　323713123　　　　　計　　3151032023
（残）6　（併）3　　　　　　（残）7　（併）0

チーム力の結集
［村松審判長評］岩手高校の勝利は、
全くチーム全体の努力と精進がも
たらしたものである。これからの
野球は、投手だけに頼るものであっ
てはならず。攻守ともに堅実な安
定性のうちに形成されたものでな
ければ成らない。一回戦で敗れた
秋田勢も相当の実力を持っていた
が、岩手勢の盛り上がる闘志は今
日の輝く勝利をもたらした。この
脚志とネパリを持続して甲子園大
会に堂々とコマを進めてもらいた
い。

短打戦法の勝弄り
［鈴木主審評】
岩手高の打線は、むらが無く好球を見逃さず打ち込んだ事と相川投手の好投とが重なり勝利をものにした。
村川投手は鋭いカープとクロスに入るストレートでピンチを切り抜けた投球は称賛に価する。
八戸高は暴走が大きく響き、エース中島投手も対盛岡工業に見せた注意力が無く岩手高の短打戦法に痛打され
た。実力は互角であった、岩手高は地元であり伸び伸びとプレーし好運を呼び寄せた。反面八戸高は勝運に恵
まれなかったと言える。岩手高の甲子園での活躍を心から期待する。※帽臥蘇祇軸聯配した

【試合経過】
①八戸高、月館遊ゴロ・一塁エラーで出塁、岩館遊ゴロ・月館二封、中村中飛、福島一飛。
岩手高、板垣遠矢で出塁、名久井三振、田ローゴロ、田中左飛。

②八戸高、中島右翼線ギリギリの二塁打、高沢三ゴロ、畑内三振。
岩手高、小泉左前安打、沢野のバントで二進、佐々木四球、村川左翼線安打で小泉生還・一死二三塁、平野

スクイズ失敗・併殺。●岩箱鮎1
③八戸高、石沢投ゴロ、月館大きな左飛、岩館左前安打、中村左中間二塁打・岩館生還、福島投手強襲安打、

中村オーバーランで三本間峡殺。●爛鮎1
岩手高、板壇左飛、名久井中前安打、田口投ゴ臼で併殺。

④八戸高、中島四球・高沢のバントで二進、田中四球で一二塁、二塁ランナー中島・田中捕手の二塁牽制に刺
される。畑内遊ゴロで田中二封。

岩手高、田中左前安打、小泉投ゴロFcで無死一二塁、沢野三ゴロ・走者二三進、佐々木中飛犠打で田中生
還、村川中前安打で小泉生還、平野中飛。●岩輔2、計3

⑧八戸高、石沢右中間の飛球・沢野背走し好捕、月館内野安打、岩館中飛、中村三振。
岩手高、板垣三ゴロ、名久井中飛、田口三振。

⑥八戸高、福島二飛、中島遊ゴロ、高沢一邪飛。
岩手高、田中三邪飛、小泉中前安打、沢野三遊間安打、佐々木中飛、相川三塁打で走者一掃・小泉・沢野生

遠、平野四球で二死一三塁、板垣ライト前に高い飛球・高沢スライデングキャッチ。●岩輔2、計5
⑦八戸高、田中内野安打、畑内申前安打で田中三塁を狙い田口の好辺球で三塁で刺殺、石沢四球、月館遊ゴロ

で石沢二封、月館二盗、岩館右前安打で畑内・月館生還、この間・岩間二盗を試み挿手・田中から
の送球で二塁で刺される。●締高2計3

岩手高、名久井左前安打、田口送りバントで名久井二進飛、小泉中飛。
⑧八戸高、中村三ゴロ、福島二ゴロ矢で出塁、中島投ゴロ・福島二封、高沢遊ゴロで中島二封。
岩手高、沢野右前安打、佐々木投矢で無死「二重、村川遊飛、平野遊ゴロ6－4－3の併殺。

⑨八戸高、田中輔飛、畑内ニゴロ、石沢二ゴロ。
’で



第3・7回全国高等学校野球選手権大会・奥羽大会は、岩手高校の優勝で幕を閉じた。
岩手高校は、昭和21年に創部、九年目にして「甲子園出場」を射止めた。
閉会式は、岩手高校優勝の興奮もさめやらぬ午後3時から盛岡市営球場で行われた。
晴の大優勝旗は万菅の拍手の内に　樋口県高体連会長から岩手高・田中主将に手渡された。
樋口県高体連会長・鈴木朝日新聞社盛岡支局長・赤堀県教育長などから
「炎天下にもかかわらず終始高校野球の名に恥じないプレーを見せた事は誠に嬢しい事だ。

晴れて甲子園出場にに当たって　大いに活躍されんことを切望する」と祝詞と激励の言葉が有った。
岩手高校　田中主将から「郷土に誇りを持ち　期待に報いるよう正々堂々戦ってくる」と宣誓がなされた。

●登録メンバー
【部長】　戸

【主将】 田
板
小
田
平

私の思い出

正
義
隆
　
節
喜

鴫
中
垣
泉
口
野

奥羽大会組合せ表
・7月31日一8月28・銅市鴨

l岩積憤　岩手高校・宮古高校・一戸高校・盛岡工業
l轍鮒豪　八戸高校・野辺地高校
l舶嬢代表　秋田高校・秋田商業

秋田高校

岩手高校

一戸高校

野辺地高校

盛岡工業

秋田商業

八戸高校

宮古高校

夫（群甜）【監督】
男・3年生（井手）
夫・3年生（ヨ手）

務
雄
三

・3年生（遵鰐）
・3年生（嘩事）
・3年生に塁手）

優勝・岩手高校

川　村　昌　司（宕硝財）
小田島　基　敦・3年生（マ彬†－）
村　川　吉兵衛・2年生（投手）
沢　野　重　安・2年生（積手）
名久井　光　文・2年生（1塁手）
佐々木　英　雄・2年生（韻事）

2

1

1

1

1

一
書
衛
則
吾

慶
　
　
昭
健

井
田
村
田
館

相
宿
杉
千
松

年生（内群）
年生（僻）
年生（義手）
年生（外群）
年生（投手）

奥羽大会の勝利は、正に「晴天の霹靂」。スタンドの歓喜と興奮は想像を絶するものが有りました。観衆の中
に父（蛛膝下出血で入院中）を見た時は本当にびっくりしました。後援会が用意してくれたジープ、トラック
に、戸嶋部長・川村監督・選手が分乗、先輩・父兄・生徒が後に続き、校歌・応援歌を歌いながらの市内パレ
ードは学校まで続いたのです。校庭に近所の方々も加わり祝勝の報告が行われました。後援会主催の祝勝会も
行われ、私達の活躍を祝ってくれました。選手の自宅でも、近所の方々主催の祝勝会が行われた様であります。
8月4日迄軽い練習が行われ、報道関係・後援会・OB・父兄の方々が沢山来て賑々しく行われました。
8月5日・出発の日、駅前で盛大な壮行会が行われました。
山中校長から「期待にそむかず立派な成績をあげ、生活においても他の模範になるよう行動してほしい」、川
村助役・樋口県高野連会長から「最善をつくして頑張って下さい」と壮行の辞があり、戸鴨部長・田中主将か
ら「奥羽代表の名誉にかけて立派に戦います」と力強い挨拶があって閉会、応援団・父兄の”バンザイ・バン
ザイ…岩高ガンバレ”の声援と爆竹や五彩のテープに見送られ勇躍出発した。（若和紛ら）
プラットホームは大変な混雑、午後7時10分発大阪に向かったのです。部長・監督・選手以外に、日野岳
浩（岩稲校措）・中村嘉明（若稲鱒）・佐々木禎－（馴0酸・朗職）・栃内松四郎Ⅷ101姓・山本敲醜績）・久保田7康雄
14敗・群駄醗）の方々が同伴されました。6日の早朝上野駅に到着し、午前9時・東京駅から特急「つばめ」で
大阪に向かった。く宿泊先は西宮市池田町32・三福旅館・℡百官80鋪）でした。




